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公告
　「陸連時報」は公益財団法人日本陸上競技連盟定款第4条第6号の「機関誌」の性格を有するものであ
りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。. 公益財団法人日本陸上競技連盟
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2020年度 主要競技会日程（案）
※主要競技会日程は、2020年3月の理事会で最終承認されます。

　
　 主　催　・　共　催　競　技　会 主　要　競　技　会 国　際　競　技　会

期　日 競　技　会　名 場　所 期　日 競　技　会　名 場　所 期　日 競　技　会　名 場　所

4
月

12（日） 104 日本選手権50km競歩 石川 11（土） ★ GP 金栗記念選抜中・長距離 えがお健康スタジアム（熊本）

19（日） 22 長野マラソン 長野 19（日） ★ GP 出雲陸上 県立浜山公園（島根）

19（日） ★ GPP 兵庫リレーカーニバル ユニバー記念（兵庫）

調整中 ★ GPP TOKYO Combined Events 調整中

26（日） ★ 10 ぎふ清流ハーフマラソン 岐阜

29（水・祝）★ GPP 織田記念陸上 広域公園（広島）

5
月

5（火・祝）～ 6（水・祝） テストイベント（仮名称） 国立競技場（東京）2（土・祝） ★ GPP 静岡国際陸上 エコパ（静岡） 2（土）～ 3（日・祝） 29 世界競歩チーム選手権 ミンスク（ベラルーシ）

10（日） ゴールデングランプリ 国立競技場（東京）4（月・祝） ★ GP ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｹﾞｰﾑｽｉ゙ｎのべおか 延岡（宮崎） 14（木）～ 17（日） 19 アジアジュニア陸上競技選手権 バンコク（タイ）

5/16（土）～ 7/31（金） 66 全日本中学通信陸上 各地 5（火・祝） ★ GP 水戸招待陸上 Ｋスタ水戸（茨城）

6（水・祝） ★ GP 木南道孝記念 ヤンマースタジアム長居（大阪）

10（日） ★ 30 仙台国際ハーフマラソン 宮城

15（金）～17（日） ★ 68 全日本実業団 ヤンマースタジアム長居（大阪）／ 
ヤンマーフィールド長居（大阪）

6
月

13（土）～14（日） 104 日本選手権混成 長野市営（長野） 5（金）～ 7（日） ○ 20 日本学生個人 Shonan BMW スタジアム平塚（神奈川） 調整中 アジアリレー 調整中

13（土）～14（日） 36 U20日本選手権混成 長野市営（長野） 6（土） ★ GP Denka Athletics Challenge Cup デンカビッグスワン（新潟） 調整中 日中韓3カ国交流 中国開催予定

25（木）～28（日） 104 日本選手権 ヤンマースタジアム長居（大阪） 7（日） ★ 'GP 布勢スプリント 布勢総合（鳥取）

28（日） 35 サロマ湖100kmウルトラマラソン 北海道

7
月

5（日） ★ '20 函館マラソン 北海道 7（火）～ 12（日） 18 U20世界陸上競技選手権 ナイロビ（ケニア）

12（日） ★ GP 南部記念陸上 円山（北海道） 19（日） アジアハーフマラソン チェンライ（タイ）

18（土） ★ 60 実業団・学生対抗 Shonan BMW スタジアム平塚（神奈川） 31（金）～ 8/9（日） 32 オリンピック 国立競技場（東京）

8
月

12（水）～16（日） 73 全国高校陸上 エコパ（静岡） 30（日）予定 ★ '20 北海道マラソン 北海道 23（日）～ 29（土） 28 日・韓・中ジュニア交流競技会 秋田（日本）

13（木）～ 15（土） 55 全国定通制高校陸上 駒沢（東京）

17（月）～20（木） 47 全国中学陸上 三重交通Gスポーツの杜（三重）

22（土）～23（日） 55 全国高専陸上 鴻池（奈良）

9
月

20（日） 36 全国小学生陸上 日産スタジアム（神奈川） 10（木）～13（日） ○ 89 日本学生対校 デンカビッグスワン（新潟） 12（土） 31 IAU100km世界選手権 ウィンスホーテン（オランダ）

10
月

9（金）～13（火） 75 国民体育大会 鴨池（鹿児島） 2（金）～ 4（日） 41 全日本マスターズ 福井県福井（福井）

23（金）～25（日） 36 U20日本選手権 広域公園（広島） 11（日） ○ 32 出雲全日本大学選抜駅伝 島根

23（金）～25（日） 14 U18日本選手権 広域公園（広島） 18（日） GP 田島記念陸上 維新百年記念（山口）

調整中 51 ジュニアオリンピック 日産スタジアム（神奈川） 25（日） 59 全日本50km競歩高畠 山形

調整中 104 日本選手権リレー 調整中 25（日） ○ 38 全日本大学女子駅伝 宮城

25（日） GP 北九州陸上カーニバル 北九州市本城（福岡）

11
月

1（日） ○ 52 全日本大学駅伝 愛知・三重

8（日） 36 東日本女子駅伝 福島

15（日） 10 神戸マラソン 兵庫

22（日） 40 全日本実業団女子駅伝 宮城

29（日） 10 大阪マラソン 大阪

12
月

6（日） 74 福岡国際マラソン 福岡 13（日） '20 長崎陸協競歩 県立総合（長崎）

13（日） 6 さいたま国際マラソン 埼玉 20（日） 39 山陽女子ロードレース 岡山

20（日） 28 全国中学駅伝 希望が丘（滋賀） 20（日） 51 防府読売マラソン 山口

20（日） 71 32全国高校駅伝 京都 30（水） ○ '20 全日本大学女子選抜駅伝 静岡

1
月

17（日） 39 都道府県対抗女子駅伝 京都 1（金・祝） 69 元旦競歩 東京

24（日） 26 都道府県対抗男子駅伝 広島 1（金・祝） 65 全日本実業団対抗駅伝 群馬

31（日） 40 大阪国際女子マラソン 大阪 31（日） '21 大阪ハーフマラソン 大阪

2
月

6（土）～ 7（日） 104 日本選手権・室内競技 大阪城ホール（大阪） 7（日） 70 別大マラソン 大分

6（土）～ 7（日） '21 日本室内陸上大阪 大阪城ホール（大阪） 7（日） 75 香川丸亀国際ハーフマラソン 香川

14（日） 6 全国中学生クロスカントリー 希望が丘（滋賀） 14（日） 32 全日本びわ湖クロスカントリー 希望が丘（滋賀）

21（日） 104 日本選手権20km競歩 兵庫 14（日） 49 実業団ハーフマラソン 山口

27（土） 104 日本選手権クロスカントリー 海の中道海浜公園（福岡） 21（日） 55 青梅マラソン 東京

27（土） 36 U20日本選手権クロスカントリー 海の中道海浜公園（福岡） 21（日） '21 熊本城マラソン 熊本

28（日） 76 びわ湖毎日マラソン 滋賀 21（日） '21 京都マラソン 京都

3
月

7（日） '21 東京マラソン 東京 14（日） ○ 24 日本学生ハーフマラソン 東京 21（日） アジア陸上競技選手権・20㎞競歩 能美（石川）

14（日） '21 名古屋ウィメンズマラソン 愛知 21（日） ○ 15 日本学生20km競歩 石川 30（火） 44 世界クロスカントリー選手権 バザースト（オーストラリア）

21（日） 45 全日本競歩能美 石川 21（日） ○ 24 日本学生女子ハーフマラソン 島根

★＝後援競技会、○＝協力団体主要競技会

2021
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　新年、明けましておめでとうございます。
　
　明けた2020年、特別な１年の幕があがりました。東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を
今夏に控え、この１年はまさに記憶に残る物語を紡ぐ１年となることでしょう。そして東京2020後の未
来も見据え、可能性を探求し続ける日本の陸上競技界を、多くのアスレティックファミリーの皆さまとと
もに創造していきたいと考えております。
　今から７年前、アルゼンチン・ブエノスアイレスでの国際オリンピック委員会総会において“TOKYO”
のコールでの決定に歓喜を覚えたあの日から、早月日が過ぎ、東京2020の開幕まで７ヶ月と迫りました。
アスリートたちが躍動するスポーツの聖地、国立競技場が11月に新たに完成し、またこの秋の選考競技
会において、マラソン、競歩では夢の舞台への切符、代表選手への勝ち名乗りをあげております。颯爽と
駆け抜け、大いに飛躍し、しなやかに力強く、すべてのアスリートが最高のパフォーマンスを発揮出来る
よう、私どもは、最大限サポートし、十分力を示すことが出来る環境を作っていく所存です。多くの方々
が夢と希望を抱く、世界最大のスポーツの祭典、オリンピック・パラリンピックはすぐそこです。奇跡を
信じ、スポーツの楽しさと感動の共有、そんな日々を多くの皆さまとともに迎えることを待っております。
　2019年のシーズンを振り返ると、まず挙げられるのが、男子競歩における輝かしいドーハ世界陸上競
技選手権大会でのメダル、50km競歩の鈴木雄介、20km競歩の山西利和の二つの金メダルです。世界最
高峰で活躍を見せている日本競歩界にとってオリンピック、世界選手権通じて初、待望の金メダルをもた
らしてくれました。メダル常連国となっている男子4×100mリレーでは、ロンドンに続き2大会連続での
世界選手権銅メダルを獲得し、競技力は継承されております。東京2020へのラストイヤーとなった昨年は、
多くの日本記録が誕生し、群雄割拠、活況を呈しております。「TEAM JAPAN」一丸となり、更なる次
元に果敢にチャレンジし、大輪の花を咲かせることが出来るよう、東京2020が自分たちのステージとな
ることを期待しております。
　世界を目指すアスリートの育成はもちろん、アスリートを支える指導者の養成や陸上競技の裾野を広げ
る普及活動もまた私どもの重要な使命です。2018年に発表した「競技者育成指針」は、一人でも多くのア
スリートが長く陸上競技を楽しむために、そしてトップアスリートの育成に繋げるために、各年代・ステー
ジに合った競技者育成および指導者養成の方向性を具体的に示したものです。楽しく元気に体を動かすこ
とから生涯にわたって陸上競技に親しむアクティブアスレティックライフの形成まで、それぞれの過程に
おいて、現状と課題および育成の方向性を踏まえたステージ別の具体的な指針のもと様々な施策を推進し
てまいります。また、同じく2018年に発足した「JAAF RunLink」は、市民マラソン大会の統括・支援、個々
人のライフスタイルに合わせたランニングを楽しめる環境・機会を提供することを目的としたプロジェク
トです。「JAAF VISION 2017」に掲げた二大ミッションの一つ、すべての人がすべてのステージにおい
て陸上競技を楽しむ「ウェルネス陸上の実現」に向けて、競技団体としての新たな務めを果たしてまいり
ます。
　東京2020は多くのレガシーを私たちに残してくれるでしょう。このレガシーをスポーツの価値として
発展させていくためにも、コンプライアンスの遵守、ガバナンスの強化は当然のことながら極めて重要な
ことです。世の中の流れに対応し、陸上競技界を牽引する役割を果たすため、ワールドアスレティックス
とともに組織力を更に充実させていき、スポーツの振興はもとより、日本陸上競技界の根幹を支えて頂い
ている加盟団体、協力団体をはじめとする地域や関連団体との連携をより進め、アスリートも含めた多く
の関係者とともに歩み、環境保全や社会貢献への積極的な取り組みも続けてまいります。
　日頃の皆さま方のご協力に心から御礼申し上げますとともに、今一層、皆さまのご理解、ご支援をお願
いいたしましてご挨拶といたします。

2020 年　年頭にあたって

公益財団法人日本陸上競技連盟
会　長
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年度、栃木で行われる第77回、2023年度、佐賀で行われる第78
回国民体育大会の実施種目が承認された。

〔男子〕
区分 種目

成年 100m、300m、800m、3000mSC、110mH、400mH、
10000mW、走幅跳、三段跳、砲丸投、やり投

少年A 100m、300m、5000m、300mH、棒高跳、走幅跳、
ハンマー投、やり投

少年B 100m、3000m、110mH、走幅跳、円盤投
少年共通 800m、5000mW、走高跳

成年・少年共通 4×100mリレー

※成年三段跳には少年区分からもエントリーできる。

〔女子〕
区分 種目

成年 100m、300m、800m、5000m、400mH、5000mW、
走高跳、棒高跳、走幅跳、砲丸投、ハンマー投、やり投

少年A 100m、300m、800m、3000m、100mH、300mH、
砲丸投、やり投

少年B 100m、100mH、円盤投
少年共通 走高跳、走幅跳、三段跳

成年・少年共通 4×100mリレー

※成年5000mW、棒高跳には少年区分からもエントリーできる。

〔男女混合〕
区分 種目

成年・少年 4×400mリレー

12．東京2020オリンピック競技大会選手報奨金の改正
　尾縣専務理事より資料に基づき説明があり、原案通り、10年間
の間で順位の変動があった場合の差額支給の開始時期を、東京
2020オリンピック競技大会終了日よりと規程に追記する東京2020
オリンピック競技大会選手報奨金の改正が承認された。
13．定款細則等の改正
　尾縣専務理事より資料に基づき説明があり、原案通り、国際陸
上競技連盟のワールドアスレティックスへの組織名称変更に伴う
定款細則、登録会員規程、登録会員処分規程、専門委員会運営細
則の改正が承認された。
14．栄章規程の改正
　尾縣専務理事より資料に基づき説明があり、原案通り、栄章規
程の改正が承認された。なお、現在、2019年度の功労章、秩父宮
章の推薦を加盟団体、協力団体等から受け付けているため、改正
施行日は2020年4月1日とする。
15．リスク管理規程の制定
　尾縣専務理事より資料に基づき、リスク管理規程の制定が説明
された。役員等より更なる意見を聞き、精査するため継続して協
議を行う。
16．第4種公認陸上競技場の取扱いについて
　高木施設用器委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、
第4種公認陸上競技場の取扱いについて承認された。
　改正として、小中学校の普及啓発（育成）を進め、ウェルネス
陸上の実現のため、地域の特性に応じた競技会を行い、陸上を楽
しめる場を確保するため、４種L（ライト）を設ける。
　規則改正として、公認陸上競技場および長距離競走路ならびに
競歩路規程第３条、陸上競技場公認に関する細則第19条（第4種
陸上競技場の特例）にて対応を行う。
17．100m逆走の取扱いについて
　高木施設用器委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、
100m逆走の取扱いについて承認された。
　改正として、2016年改正で競技規則第163条においてレースは

「左手を内側とする」から「１つの曲走路を含むレースでは、左
手が内側になるようにする」と変更されたことから、逆走の施設
を認める。
　規則改正として、競技規則第163条〔国内〕、陸上競技場公認に
関する細則第10条（標識タイルとマーキング）にて対応を行う。

第58回理事会
日時：2019年12月16日（月）　13時00分～ 15時18分
場所：ザ・プリンスパークタワー東京　地下2階　さざんか
　理事総数30名中出席者28名にて、理事会の成立を風間事務局
長が報告。横川会長が挨拶を行い、引き続き、議事進行に入る。
【協議事項】
１．日本陸上競技選手権大会・室内競技の開催について
　風間事務局長より資料に基づき説明があり、原案通り、日本室
内陸上競技大阪大会のシニアの部を日本陸上競技選手権大会・室
内競技として開催することが承認された。
　2020年2月1日、2日に開催する2019年度大会を第103回日本陸
上競技選手権大会・室内競技とし、来年度以降も回を重ねる。
２．2020年度主要競技会日程
　尾縣専務理事より資料に基づき説明があり、2020年度主要競技
会日程が承認された。（本号230頁及び本連盟WEBサイトhttps:// 
www.jaaf.or.jp/files/upload/201910/2020 calendar.pdf 参照）
※ 2020年度主要競技会日程は、2020年3月に開催する本連盟理事

会において最終承認されるため、資料は案のままとする。
３．�日本陸上競技選手権大会・混成競技／U20日本陸上競技選
手権大会・混成競技　今後の開催について

　尾縣専務理事より資料に基づき説明があり、原案通り、2021年
度、2022年度の第105回日本陸上競技選手権大会・混成競技／第
37回U20日本陸上競技選手権大会・混成競技、 第106回日本陸上
競技選手権大会・混成競技／第38回U20日本陸上競技選手権大会・
混成競技を、主管を秋田陸上競技協会として、秋田県立中央公園
陸上競技場で開催することが承認された。
　４年間での公募であったが、その後の２年間については、開催
の状況により判断することがあわせて承認された。
４．�東京2020オリンピック競技大会�
トラック＆フィールド種目日本代表選手選考要項の改正

　麻場強化委員長より資料に基づき、東京2020オリンピック競技
大会トラック＆フィールド種目日本代表選手選考要項の改正が説
明された。主にリレー種目に係る改正が提案されたが、引き続き
協議を行うこととなった。
５．�香港2020アジアクロスカントリー選手権大会日本代表選手選考要項
　麻場強化委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、香港
2020アジアクロスカントリー選手権大会日本代表選手選考要項が
承認された。（本連盟WEBサイト https://www. jaaf.or.jp/news/
article/11992/ 参照）
６．�ミンスク2020世界競歩チーム選手権大会日本代表選手選考要項
　麻場強化委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、ミン
スク2020世界競歩チーム選手権大会日本代表選手選考要項が承認
された。（本連盟WEBサイト https://www.jaaf.or.jp/news/article/ 
12752/ 参照）
７．�ナイロビ2020U20世界陸上競技選手権大会日本代表選手選考要項
　麻場強化委員長より資料に基づき、ナイロビ2020U20世界陸上
競技選手権大会日本代表選手選考要項が説明された。
　本選考要項は、本大会の参加資格がワールドアスレティックス

（WA）から正式発表された後、強化委員会で作成した選考要項
案を専務理事の承認をもって最終決定とする。
８．�バンコク2020アジアジュニア陸上競技選手権大会日本代表選手選考要項
　麻場強化委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、バンコ
ク2020アジアジュニア陸上競技選手権大会日本代表選手選考要項
が承認された。（本連盟WEBサイト https://www.jaaf.or.jp/news/ 
article/12752/ 参照）
９．第104回日本陸上競技選手権大会��参加資格
　麻場強化委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、第
104回日本陸上競技選手権大会参加資格が承認された。
10．第104回日本陸上競技選手権大会・混成競技参加資格
　麻場強化委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、第
104回日本陸上競技選手権大会・混成競技参加資格が承認された。
11．�第77回（2022年度／栃木）・第78回（2023年度／佐賀）

国民体育大会の実施種目
　麻場強化委員長より資料に基づき説明があり、原案通り、2022

理事会報告
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第104回日本陸上競技選手権大会　参加資格
１．大会期日
　　2020年6月25日（木）～ 6月28日（日）
２．場所
　　ヤンマースタジアム長居（大阪）
３．実施種目
（１）男子
　　�100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、110mH、
400mH、3000mSC、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、
円盤投、ハンマー投、やり投

（２）女子
　　�100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、100mH、
400mH、3000mSC、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、
円盤投、ハンマー投、やり投

４．参加資格
　2020年度本連盟登録者で、下記の（1）から（4）のいずれかに該当し
日本国籍を有する競技者（日本で生まれ育った外国籍競技者を含む）。
　但し、男女の5000mでは日本選手権参加標準記録Aを満たし、参
加申込のあった外国籍競技者のうち、出場資格記録の上位6名まで
をオープン参加として出場を認める。
（１）�第103回日本陸上競技選手権大会の優勝者（但し、その種目に限る）。
（２）参加標準記録Aを突破した競技者。
（３）�第103回日本陸上競技選手権大会クロスカントリー競走で下記

の成績を収めた競技者。
　　１）女子5000m
　　　①シニア女子8kmの優勝者
　　　�　但し、本項によるエントリーは、女子5000m又は女子

10000mのどちらか1種目に限る。
　　　②�シニア女子8kmの第2位、第3位の競技者で、女子5000m

の参加標準記録Bを満たした競技者
（４）�2020年度の地域選手権が、2020年5月25日までに開催された

場合は、各種目3位以内に入賞した競技者で、参加標準記録B
を満たした競技者。
開催されていない場合は、2019年度の地域選手権各種目3位
以内に入賞した競技者で、参加標準記録Bを満たした競技者。

（５）本連盟強化委員会が特に推薦する本連盟登録競技者。
（６）�開催陸上競技協会が推薦し、本連盟強化委員会が承認する競

技者。
５．参加標準記録
　　下記参照
６．参加標準記録有効期間
　記録の有効期間は、男女10000m以外は2019年1月1日～ 2020年
5月25日まで。
　但し、Denka�Athletics�Challenge�Cup、布勢スプリントにおけるグ
ランプリ種目で参加標準記録を突破した競技者の申し込みを認める。
７．その他
（１）室内競技会の記録も有効とする。
（２）�800m（含ハードル）までの記録は電気時計（写真判定装置）

で計測したもののみ有効とする。
（３）�エントリー数の関係で競技運営上困難が生じた場合は、上記の

参加資格を有する競技者であっても参加を制限されることがあ
る。その場合、上記参加資格に記載される（1）～（6）を優先
順位として出場者を決定する。

第104回日本陸上競技選手権大会・混成競技　参加資格
１．大会期日
　2020年６月13日（土）～６月14日（日）
２．場所
　長野市営陸上競技場（長野）
３．実施種目
　男子十種競技、女子七種競技
４．参加資格
　2020年度本連盟登録競技者で、下記の（１）から（５）のいずれ
かに該当し、日本国籍を有する競技者（日本で生まれ育った外国籍
競技者を含む）。
（１）第103回日本陸上競技選手権大会混成競技優勝者。
（２）参加標準記録Aを満たした競技者。
（３）�2020年度の地域選手権が2020年５月24日（日）までに開催さ

れた場合は、混成競技３位以内に入賞した競技者で、参加標
準記録Bを満たした競技者。開催されていない場合は、2019
年度の地域選手権混成競技の３位以内に入賞した競技者で、
参加標準記録Bを満たした競技者。

（４）本連盟強化委員会が特に推薦する競技者。
（５）開催陸上競技協会が推薦し、本連盟が承認する競技者。����
５．参加標準記録　

（１）男子�十種競技� A　7050点�　B　6950点
（２）女子�七種競技� A　5000点�　B　4900点
６．参加標準記録有効期間
（１）�記録の有効期間は2019年１月１日（日）～ 2020年５月24日（日）

まで。
７．その他
（１）各種目とも最大エントリー数を27名とする。
（２）�参加資格（１）～（３）によるエントリー数が24名を超えた場合、

参加資格（１）～（３）を優先順位として出場者を決定する。
参加資格（４）及び（５）によるエントリーは最大３名までと
する。参加資格（４）及び（５）によるエントリーが３名に満
たない場合は、参加資格（１）～（３）において優先順位でエ
ントリーが認められなかった競技者に、参加資格（４）及び（５）
の未使用のエントリー枠を割り当てるものとする。
参加資格各項内の優先順位は、参加標準記録有効期間内の記
録上位順とする。

（３）�2019年１月１日以降の公認記録は、競技規則第260条18を満
たすものとする。［第260条18一部抜粋：風速を計測する種目
においては、平均秒速（個々の種目で計測された風速を合計し、
これを種目数でわったもの）は、２mを超えてはならない。］

第104回日本陸上競技選手権大会　参加標準記録
男　子

種　目
女　子

A B A B
10”40 10”50 100m 11”80 11”85
20”80 20”95 200m 24”15 24”25

46”60（300m:32”99） 46”85 400m 54”80 55”10
1’49”50 1’50”30 800m 2’08”50 2’09”30
3’45”00 3’46”00 1500m 4’21”50 4’23”00
13’42”00

（3000m：7’55”00） 13’52”00 5000m 15’36”00 15’45”00

13”92 14”05 110mH／100mH 13”65 13”80
50”30 50”50 400mH 58”80 59”10
8’45”00 8’50”00 3000mSC 10’20”00 10’25”00
2m17 2m15 走高跳 1m76 1m73
5m30 5m25 棒高跳 3m90 3m85
7m80 7m75 走幅跳 6m10 6m05
15m90 15m80 三段跳 12m70 12m55
16m60 16m10 砲丸投 14m50 14m20
51m50 50m50 円盤投 47m50 47m00
64m00 62m50 ハンマー投 57m00 56m00
75m00 74m00 やり投 55m00 54m00
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続の選手には認定証、修了生には修了証が授与されまし
た。自身もこのプログラムの修了生である橋岡選手は、
第６期アスリートに向けて、「私は、ダイヤモンドアス
リートのプログラムを通じて、さまざまな方々からのお
話を聞き、視野を広げることができた。ダイヤモンドア
スリートであることを重視し、これからも精進してくだ
さい」と激励しました。修了生に向けては、「ここから
がシニアの第一歩ですので、より一層気を引き締めて頑
張ってください」とエールが送られました。
　これを受けて、第６期ダイヤモンドアスリートを代表
してクレイ選手が挨拶し、「ダイヤモンドアスリート像
にも上げられているように、競技だけではなく、国際的
に活躍できる人間になれるよう頑張りたい。いよいよ来
年は東京オリンピックの年になる。ダイヤモンドアス
リートしてこの大会に出場し、皆さまに活躍を披露でき
るよう努力していくので、これからも応援よろしくお願
いします」と決意を述べました。
　最後に、修了生を代表して藤井選手が挨拶し、「ダイ
ヤモンドアスリートとして、様々なプログラムを受ける
ことで、人として、選手として成長することができた。“日
本陸上界を私たちが引っ張っていく”という強い気持ち
を持って、今後も精進していきます」と力強く述べ、認
定式・修了式を締めくくりました。

第1回リーダーシッププログラム
第１部　トークセッション
講師：廣瀬俊朗氏、為末大氏
　東京マラソン財団スポーツレガシー事業として、全４
回行われるリーダシッププログラムの第１回は、元ラグ
ビー日本代表のキャプテンで現在は俳優やコメンテー
ターなど幅広く活躍している廣瀬俊朗氏を講師に招き、
本事業運営委員の為末大氏が聞き手となり、トークセッ
ションが第１部として実施されました。トークセッショ
ンでは、ラグビーワールドカップでの盛り上がり、現役

　日本陸連は、2020年東京オリンピックと、その後の
国際大会における活躍が大いに期待できる次世代の競技
者を強化育成する「ダイヤモンドアスリート」制度を
2014年から展開しています。このたび新規認定者２名、
継続認定者６名からなる第６期（2019-2020）指定競技
者を選出し、第６期認定式、第５期修了式が行われ、そ
の後、第１回リーダーシッププログラムが実施されまし
た。リーダーシッププログラムは、ダイヤモンドアスリー
トに提供されるプログラムの１つで、“競技力向上だけ
ではなく、豊かな人間性を持つ国際人育成のための個を
重視した育成プログラムの中で、リーダーシップ教育と
位置づけて行う。国際的なリーダーシップを発揮できる
アスリートの育成を目指す”ことを目的として実施され
てきました。
　本稿では認定式・修了式と第一回リーダーシッププロ
グラムの様子を報告いたします。

第6期（2019-2020）認定式及び修了式
　11月25日午前、東京・新宿区の「Japan Sport Olympic 
Square」（ジャパン・スポーツ・オリンピック・スクエア）
にある岸清一メモリアルルームにおいて、認定式・修了
式が行われました。開式にあたって、本プログラム全体
の統括も務める麻場一徳日本陸連強化委員会委員長か
ら、本事業のスポンサー、サポーターへの感謝が述べら
れ、「ドーハ世界選手権には、修了生を含むダイヤモン
ドアスリート７名が代表として選考され、素晴らしい活
躍をした。引き続き、ご支援ご指導いただきたい」と挨
拶されました。続いて、石塚浩タレントマネージャー統
括により、以下の第６期認定アスリートと修了者が発表
されました。
　発表された各選手には、プレゼンターとして招かれた
男子走幅跳の橋岡優輝選手（日本大学）から、新規と継

2019－2020 ダイヤモンドアスリート認定式・修了式及び第1回リーダーシッププログラム
ダ イ ヤ モ ン ド ア ス リ ー ト コ ー デ ィ ネ ー タ ー　 田 原 陽 介（ 環 太 平 洋 大 学 ）

新規
・�鵜澤飛羽選手（築館高校2年・宮城、100ｍ・200ｍ）
※欠席

・�藤原孝輝選手（洛南高校2年・京都、走幅跳）

継続

・�塚本ジャスティン惇平選手
　（東洋大学1年・埼玉、100ｍ・200ｍ）
・�クレイ・アーロン竜波選手（相洋高校3年・神奈川、800ｍ）
・�中村健太郎選手（清風南海高校3年・大阪、やり投）
※欠席

・�海鋒泰輝選手（日本大学1年・千葉、走幅跳）
・�出口晴翔選手（東福岡高校3年・福岡、400ｍH）
・�小林歩未選手（筑波大学1年・千葉、100ｍH）

修了

・�髙松智美ムセンビ選手（名城大学2年・大阪、長距離）
※欠席

・�長麻尋選手（国士舘大学2年・和歌山、やり投）
・�宮本大輔選手（東洋大学2年・埼玉、100ｍ・200ｍ）
・�井本佳伸選手（東海大学2年・京都、200m･400m）
・�藤井菜々子選手（エディオン・大阪、競歩）
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クションスポーツのアスリートのマインドやSNSを利
用したマネジメントの仕方を実際にSNSを利用しなが
ら実施されました。以下に、その模様を抜粋してご紹介
いたします。

【アクションスポーツで活躍している人の特徴は？】
　芸術性や独創性が大切となるアクションスポーツで
は、想像力を働かせながら、自分で考えてグローバルに
活動していくことは活躍している人に共通しており、新
しいスポーツであるので前例がなく自分で切り開いてい
くマインドセットがとても大切である。好奇心をもって
アンテナをはって情報収集をしていくことで、自分に
とって道を切り開く判断ができるようになる。意識的に
従来の型を破っていって欲しい。

【SNS等をどう活用する？】
　アクションスポーツのアスリートは多くが写真共有ア
プリケーションのInstagram（インスタグラム）を使用し
ている。同種のSNSでTwitter（ツイッター）も存在す
るが、Twitterが言語と論理的思考を伝えるのに対して、
Instagramは日々の創造性や芸術性について映像を利用
して多くの人に届けられると同時に、常に創造性や芸術
性を意識するためのトレーニングとしても活用している。

【Instagramを利用してアスリートをかっこよくみせるには？】
　では、どのような映像を載せればアスリートをかっこよ
く多くの人に伝えられるのか、そのポイントは何かを塚田
氏がマネジメントを務めるBMX選手のInstagramを用
いて、少人数でグループワークが行われました。その際、
写真を掲載する時のポイントや、どのようなコメントを添
えるべきか、スポンサーや大会などをPRする方法はどの
ようなことがあるか等、実際の事例をもとに説明がなさ
れました。また、一方で注目されるが故の危険性も隣り
合わせで存在するので、その注意喚起も行われました。

第3部　振り返り
進行役：坂井伸一郎氏
　２つのセッションが終了した後に、この日のプログラ
ムについての「振り返り」が行われました。リーダーシッ
ププログラム全体の司会や振り返りの進行役を務めてい
る坂井伸一郎さん（株式会社ホープス代表取締役）が登
壇し、第１回のプログラムで得た学びを最大にすべく、
振り返りの作業を進めていきました。受講者たちは、ま
ず個人ワークとして振り返りシートに「自分が何を学ん
で持ち帰るか」を書き込み、修了生を交えた小グループ
でアドバイスを受けながらシートを完成させました。最
後にグループごとに発表を行い、第一回のプログラムが
終了となりました。

時代のリーダーシップなどに関する話を聞き、最後に質
疑応答が行われました。以下、トークセッションの内容
の要旨をご紹介いたします。
【ありのままのリーダーシップ】
　５歳からラグビーを始め、高校、大学と文武両道でいっ
たが、社会人になってからラグビーだけに集中した。キャ
リアの中でキャプテンを任されることが何回かあった
が、誰かを真似してリーダーシップを発揮しようとした
時にだいたい失敗していた。完璧でなくていいので、あ
りのままの自分をメンバーにぶつけていく方が、うまく
いっていたことが多かった。失敗してもいいから、チャ
レンジして何かを得て、ノウハウをためながら、自分に
最適なものを見つけていって欲しい。

【自国開催を力に】
　自国開催をプレッシャーに感じるか、力と感じるかは
大きな違いであって、今回のラグビー日本代表は後者で
あったと感じる。そこに至るまでの準備をどれだけして
きたかが大事であると考えるし、もし不安があるのであ
ればそれを想定したトレーニングをするべきである。当
日は澄み切った気持ちで、また幸せな気持ちで自分のこ
とだけに集中して欲しい。

【自分らしさを大切に】
　自分はこういう人間、こういう人間に自分はなりたい、
という「自分」を捉えてほしい。体格的に大きくない選
手にとっては、自分の役割がなんなのかずっと探してい
たし、その中で自分らしさをどう際立てていくかを考え
ていくのがとても大切だと考える。同じコミュニティに
いるとそれがわからないことがあるので、違うスポーツ
や年齢が離れているなど自分と違う立場の人と情報交換
し、自分らしさを作っていって欲しい。

第二部　講演
講師：塚田�邦晴氏
　リーダーシッププログラムの第二部は、アスリートの
マネジメントを手掛けるファーストトラック株式会社の
塚田邦晴氏に登壇いただき、BMXなどを中心としたア
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ルとクロスカントリーリレー大会が行われた。
　開会式は、主催の公益財団法人日本陸上競技連盟　八木雅夫副会
長、日清食品ホールディングス株式会社　代表取締役社長、公益財
団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団　理事長　安藤宏基様に御登
壇いただき、参加50チームの選手団へ激励のご挨拶をいただいた。
　選手宣誓は、福島県代表の鏡石第一の長尾虹汰くん・廣嶋あかり
さんの二人が元気よく行ない、大会を盛り上げてくれた。
　天候は晴れ時々くもり。時折日差しも強く10度を少し超え選手達
にとっては、ちょうど良い気温となった。11時05分に女子友好タ
イムトライアル、11時15分に男子友好タイムトライアルがスター
トした。
　クロスカントリーリレーは、11時25分に第１走者が一斉にスター
トした。１区から６区まで芳賀真岡陸上クラブ（栃木）が終始トッ
プを譲らず独走のままゴールテープを切った。２位の北浜ジュニア
ランニングクラブ（兵庫）は序盤の出遅れを後半追い上げ、昨年優
勝チームの貫禄をみせた。３位は本能陸上クラブ（京都）が入った。
ここ数年関東勢が上位を独占していたが、今年も８位内に５チーム
が入った。競技結果の詳細については日本陸上競技連盟ホームペー
ジをご覧いただきたい。
　終了後、閉会式の前に、キッズデカスロンチャレンジ（デカチャ
レ）をおこなった。３年前よりゴールデングランプリや日本選手権、
夏の全国小学生陸上競技交流大会などで行っている。いろいろな種
目にチャレンジしようということで、場所や器具、学年に応じて行
えるのが特色である。今回は場所と時間の関係で３種目（10ｍタイ
ムトライアル、立三段跳び、ジャベボール投げ）となった。競技終
了後の為、クールダウンやミーティング等で参加できないチームも
あったが、全選手の半数近い、178名というたくさんの選手が参加
をした。中には10ｍを５回チャレンジした選手も見受けられた。普
段行わないタイム計測や距離や得点で競うことで興味を誘い楽しそ
うに実施しているようだった。今後もこの活動は様々な大会で続け
ていく。
　尚、前日に続き寺田選手にお越しいただき、走る前の声かけや、
表彰のプレゼンター、デカチャレにも積極的に参加をしていただい
た。10ｍタイムトライアルや、立三段跳び、ジャベボール投げを体
験し、選手達とも交流しながら、行っていただいた。
　昨年の報告書でも記載したが、今大会も連続出場や連続入賞の
チームが多く見られた。日本陸連の競技者育成指針には、小学校期
は「ステージ２」楽しく陸上競技の基礎をつくる（身体リテラシー
の継続的な育成）段階である。過度な競争や強化が助長されること
を懸念し、22回を数える “日清食品カップ” 全国小学生クロスカン
トリーリレー研修大会は今大会を持って終了とさせていただく。

　日本陸連では、今後も、指針に基づく指導者を多く養成する為に、
普及育成委員会から指導者養成委員会に名称変更をした。競技者指
導指針に基づく指導者を多く養成することで、より多くの子供たち
が走ることを楽しみ、関心を持ち、継続してくれることを期待して
いる。
　最後に、22年間の長きにわたり、ご協賛いただいた、日清食品ホー
ルディングス株式会社様、公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興
財団様、後援・協賛・協力を頂いた各団体の皆様と、主管いただい
た大阪陸上競技協会の皆様、そして最後に大会を盛り上げていただ
いた寺田明日香選手に心より感謝申し上げ、全国小学生クロスカン
トリー大会の終了報告とする。

　“日清食品カップ” 第22回全国小学生クロスカントリーリレー研
修大会は、全国47都道府県代表チームと、地元大阪の３チームを加
えた50チームの参加により、2019年12月７日（土）・８日（日）
２日間の日程で開催された。
　第１日目は、大阪府池田市民文化会館大ホール（アゼリアホール）
において、研修会と監督会議が行われた。
　13時より選手団受付が始まり、14時に研修会が開始された。今
回の研修会は前回大会同様、トップアスリートのトークショー形式
で行った。まずは、開催地池田市を代表して冨田市長より歓迎のご
挨拶をいただき、その後参加50チームの紹介と挨拶が行われた。
　それと並行して、監督会議は14時から２階コンベンションホール
にて行われ、主管である大阪陸上競技協会の司会進行で、大会当日
の諸注意が説明され、質疑応答が行われた。
　大ホールで引き続き行われた研修会では、スペシャルゲストとし
て、今年ラグビーから陸上界に戻って僅か半年で100ｍハードルの
日本記録（12"97）を樹立したママさんハードラー、寺田明日香選
手（パソナグループ陸上競技部）を招聘した。講師並びに司会は日
本陸上競技連盟指導者養成委員会普及ディレクター岸政智が行っ
た。まずは、今季大ブレイクした寺田選手の活躍シーンを映像で流
した。大きな歓声の中登壇いただいた。全国小学生陸上競技交流大
会女子100mで２年連続第２位という結果を踏まえて、小学生の頃
に陸上以外で行っていたスポーツや習い事を聞いてみた。陸上以外
にもミニバスケットやその他のスポーツを行っていたことと、書道
7段の腕前があることもお話しいただいた。発育発達の中で、小さ
いころは、一つの種目に拘らずにいろいろな種目にチャレンジする
ことを説明した。また「トランスファー」という言葉について触れ
た。寺田選手は、小学生時代100ｍ走で全国のトップクラスだったが、
高校に進学後はハードルに種目変更をした。インターハイ３連覇や
３年次には三冠を達成し数々の偉業とともに日本のトップ選手とな
るが、その後７人制ラグビーに転向、日本代表候補にも選出された。
　ここで競技間の移動をし、また今年陸上界に戻ってきた。
　まさに日本陸連が競技者育成プログラムの基本的な考え方の一つ
である多様な競技種目への参加と継続の奨励に合致している。
　是非ジュニアの競技者には、厳しい練習を行うことにより、スポー
ツ障害やバーンアウトのリスクもあるので、楽しみながら多種多様
なスポーツに触れるよう説明をした。
　その他、ジュニア期の結果は月齢によって影響があるとされる相
対年齢効果や、寺田選手のように陸上競技を専門とする時期が遅い
方が、実は世界選手権やオリンピックなどに出場する選手が多いな
ど資料を通して説明をした。選手にその場でいろいろと質問をした
ところ、早生まれの選手や夏の大会に出場している選手も複数人い
たことは、良い傾向だと感じた。
　栄養では、バランス良く食べること、朝ご飯をしっかりと食べる
ことを資料で説明をし、寺田選手には好き嫌いや、必ず食べる物を
お聞きしながら話しを進めた。ラグビーの時は、運動の絶対量が多
かったため、今の食事の２倍以上食べていた話や、一回には多く食
べられないので、間食をしていることも教えてくれた。間食といっ
てもお菓子ではなく、おにぎりなどを食べているとのことだったが、
たまにはご褒美ということで少し高いアイスを食べていると聞くと
会場から笑いがおきた。
　事前に参加選手から寺田選手へのアンケートを実施し、当日はそ
の中から３名を寺田選手に抽選箱から選んでもらった。３名が登壇
して直接質問をして、それぞれ回答をしてもらった。北海道出身な
らではの、冬の時期グランドが使用できないときの練習方法や、ハー
ドルの跳び方についての説明は、実技を踏まえて説明をしてくださ
り、選手達はそのスピード感に驚嘆していた。最後に寺田選手に来
年の東京20202に向けての抱負と、選手たちへの大会でのエールを
送り、大声援の中で降壇した。
　その後、翌日に行われるキッズデカスロンチャレンジの説明を行
い、研修会は終了した。
　15時15分には監督会議に出席していた監督も戻り、チームごと
にまとまって、「カップヌードルミュージアム 大阪池田」見学へ向
かった。
　第２日目は万博記念公園内特設コースにて、友好タイムトライア

“日清食品カップ”第 22 回全国小学生クロスカントリーリレー研修大会
日 本 陸 上 競 技 連 盟　 指 導 者 養 成 委 員 会 普 及 デ ィ レ ク ク タ ー　 岸　 政 智
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それぞれ担当した。また指導者養成委員長の山本浩氏に
よる諸外国の事例を元に指導者養成についての講義も行
われた。
　実技講習においては、２日間にわたって短距離、ハー
ドル、競歩、跳躍、投てき種目の段階的な指導方法につ
いて指導者養成委員会の委員が講師として各種目を担当
した。
　また、３日目には実技講習で紹介された指導法をもと
に、種目別指導演習を実施した。この種目別指導演習では、
講義で学んだコーチングスキルを活用し、受講者がコー
チ役とアスリート役に分かれ指導方法に関する実践の場
として位置付けている。指導する内容については、受講
者の専門種目以外が割り当てられ、中高生を対象とした
練習における指導を想定し、指導案の作成とそれに沿っ
た指導実践が展開された。この指導実践における評価及
びフィードバックは世界陸連レベル１講師の有資格者が
担当した。
　受講者は全てのプログラムにおいて積極的に取り組み、
各種目の指導について段階的な指導やコーチングスキル
を用いた指導方法を理解していただけたものと思われる。
　本連盟は日本スポーツ協会と連携を取りながら指導者
資格の位置づけや内容等を検討しており、公認ジュニア
コーチも含めてできるだけ多くの公認指導者を認定し、
将来的には全ての指導者の資格取得を目指している。一
方で資格取得者が資格を失効することがないように、資
格更新の更新研修を充実させるとともに情報発信等の取
り組みを行い、指導力向上の支援に努めていきたいと考
えている。

　味の素ナショナルトレーニングセンターにおいて 
JAAF公認コーチ（JSPO公認陸上競技コーチ３）養成
講習会を2019年12月21日～ 24日の４日間で開催した。
本講習会の目的は、都道府県レベルの競技者の指導・育
成・強化にあたる指導者を養成することである。昨年度
から日本実業団陸上競技連合推薦の指導者の受講（毎年
30名程度）も加わり今年度は８月と本講習会（12月）の
2回開催となった。今回の受講者は各都道府県陸協から
推薦を受けた中学・高校・大学の教員、民間の陸上競技
クラブの指導者、実業団の指導者（主に長距離）など72
名であった。 
　講習は基礎理論と実技に分けて行われ、主な基礎理論
では日本陸連専務理事の尾縣貢氏から現代におけるコー
チングの在り方などについて、同強化委員長の麻場一徳
氏より2020年東京オリンピック・パラリンピックへ向け
た日本陸連の強化方針をベースに選手育成における指導
者の必要性について、指導者養成委員会特別委員の繁田
進氏より日本陸上競技連盟競技者育成指針とコンプライ
アンスについて、医事委員会委員長の山澤文裕氏からは
アンチドーピングに関する最新情報について、鳥居俊氏
より陸上競技で起こりやすいスポーツ障害に加え長距離
選手の貧血に対する鉄剤注射の危険性についての講義が
あった。そのほか、陸上競技のルールを鈴木一弘氏（競
技運営委員長）、短距離の科学は松尾彰文氏（鹿屋体育
大学）、跳躍の科学は小山宏之氏（日本陸連科学委員）、
投擲の科学は高松潤二氏（同）、スポーツと栄養を葛西
真弓氏（医事委員会スポーツ栄養部）、コーチングスキル
と女性指導者について秋元惠美氏（指導者養成委員）が

JAAF公認コーチ養成講習会開催報告
日 本 陸 上 競 技 連 盟　 指 導 者 養 成 委 員 会　 田 中 悠 士 郎
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収益を見込んでいる。
　一方、ラベルロードレース規約には記載されていないが、
ラベルロードレースのメディカルディレクターは２年ごと
にWA実施のロードレースに特化したワークショップに参
加しなければならないことを、WAヘルス・サイエンス部
が定めた。2019年５月のボストンを皮切りに、東京（７月）、
ドーハ（10月）、バレンシア（11月）、シンガポール（12月）
で行われた。
　筆者は東京とドーハのワークショップに参加したが、東
京では約30名、ドーハでは約40名が参加した。東京でのワー
クショップについて説明する。ワークショップのタイトル
は「Race Emergency Medicine Workshop」であり、レー
ス中に発生する救急医療に関するものである。プログラム

（図１）にあるように、午前中は　東京マラソンにおける
医療サービス（筆者）、熱中症（細川ゆり、早稲田大学）、
脱水および低Na血症（クリス・トロヤノス、ボストンマ
ラソンメディカルディレクター）、持久競技の心血管系へ
の影響（アンドラ・ゲルシェ、メルボルン大学）、横紋筋
融解症（田畑尚吾、慶應義塾大学）がレクチュアを行った。
午後は参加者を４つのスモールグループに分け、アイスバ
スを用いた熱中症の現場での治療、心停止事例への対応、
iSTATを用いた現場での血液検査、爆発物・落雷の危険
性への対応、をそれぞれ40分間、上記の講師の指導の下、
事例検討や実地トレーニングを行った。非常に実践的な内
容であり、参加者には有意義な１日であった。しかし、日
本陸連から国内のラベルロードレース大会に対して、メ
ディカルディレクターをこのワークショップへ参加させる
ように事前連絡を行ったが、残念ながらメディカルディレ
クターの参加は数える程度しかなかった。東京でのワーク
ショップ修了者には、WAヘルス・サイエンス部長のステ
ファン・バーモン医師と筆者の両名による修了書を発行し
た（図2）。
　ラベルロードレース規約に、メディカルディレクターの
要件が記載されることも視野に入れ、早急にそれぞれの国
内ラベルロードレースのメディカルディレクターは、「Race 
Emergency Medicine Workshop」を受講すべきである。
2020年のスケジュールはまだ確定していないが、アジアに
おいては中国とシンガポールでの開催が予定されている。

　国際陸連（IAAF）はワールドアスレティックス（WA）
にその名称を変更し、さらなる発展を目指している。大量
参加型ロードレースは世界中で増加しているが、その安全
性および安心性を高めるために、WAはロードレースラベ
ル制度を改定し、さらにメディカルおよびアンチ・ドーピ
ング活動にさらに注力している。
　まず、ラベル制度の改定である。WAは2019年11月15
日に、2020年のラベルロードレースの規約、ラベルによ
る認定選手等を発表した。これまで最上位であったゴール
ドラベルの上に、プラチナラベルを新設し、プラチナ、ゴー
ルド、シルバー、ブロンズの４つのラベルとした。2020
年は、現在のところWMM6レース（東京、ボストン、シ
カゴ、ニューヨーク、ロンドン、ベルリン）に加え、名古
屋ウイメンズ、ソウルマラソン、ボゴタハーフの合計９レー
スがプラチナラベルを取得した。プラチナラベルレースに
は男女ともに最低３名のプラチナ選手、最低4名のゴール
ド選手（プラチナ選手でも可能）の招待が必要なことが、
ラベルロードレース規約で定められている。プラチナ選手
は男女とも23名指定されたが、日本人選手は選ばれてい
ない。これらのプラチナ選手が男女ともに最低３名が大会
に出場しないとプラチナラベルレースと認められなくなる
ため、プラチナラベルの維持はハードルが高い。今後、プ
ラチナラベルレース数が急増することは想定しにくい。
ゴールドラベルレースにはゴールド以上の選手４名、シル
バー以上の選手３名、シルバーラベルレースにはシルバー
以上の選手５名、ブロンズラベルレースにはブロンズ以上
の選手５名の出場が定められている。ゴールド選手には男
女とも128名が指定され、日本人選手では男子４名（服部
勇馬（トヨタ自動車）、村山謙太（旭化成）、大迫傑（Nike）、
設楽悠太（Honda））、女子４名（前田穂南（天満屋）、松
田瑞生（ダイハツ）、新谷仁美（Nike Tokyo TC）、小原
怜（天満屋））が指定されている。ラベルロードレースに
出場する選手のドーピング検査を強化するため、AIUは競
技会外ドーピング検査数を増加する予定で、その費用捻出
のためレースのラベルごとにWAへの納付金を定めた。プ
ラチナラベルは66,667USドル、ゴールドラベル15,000US
ドルなどであり、2020年には総額260 ～ 320万USドルの

ワールドアスレティックス ラベルロードレース メディカルディレクターの要件
医 事 委 員 長　 山 澤 文 裕

図 2図 1
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■新人賞
・城山　正太郎（ゼンリン）／
　東京運動記者クラブ選出　男子
　�アスリートナイトゲームズイン福井
　男子走幅跳　日本記録樹立　8m40
・田中　希実（豊田自動織機TC）／
　東京運動記者クラブ選出　女子
　�ドーハ2019世界陸上競技選手権大会
　女子5000m　日本歴代2位　15分00秒01
・川野　将虎（東洋大学）／
　日本陸上競技連盟選出　男子
　�全日本50㎞競歩高畠大会　日本記録樹立　3時間36
分45秒（2019年世界ランキング1位）

・藤井　菜々子（エディオン）／
　日本陸上競技連盟選出　女子
　ドーハ2019世界陸上競技選手権大会
　女子20km競歩　7位入賞
■特別賞
・故・小出　義雄
　�日本陸上競技界の名伯楽。本年2019年4月24日逝去。
　�シドニーオリンピック女子マラソン金メダルの高橋尚
子さん、バルセロナ、アトランタ両オリンピックのマ
ラソンでメダルを獲得した有森裕子さんをはじめと
する多くのトップランナーを育てた。

■日本グランプリシリーズチャンピオン
〈男子〉・高山　峻野（ゼンリン）
　　　110mH　シリーズポイント　3844.6pt
〈女子〉・北口　榛花（日本大学）
　　　やり投　シリーズポイント　3924.0pt　

　2019年12月16日（月）日本陸連の年間表彰セレモニー
「JAAF�アスレティックス・アワード2019」を開催いた
しました。
　本表彰式は、その年の日本選手権優勝者の栄誉を称え
るとともに、国内外の大会での活躍が顕著であった競技
者や陸上競技を通じて社会に貢献した競技者・関係者を
表彰するもので、今年で13回目を迎えました。
　当日は、選手77名と日ごろから陸上競技界をご支援
いただいているスポンサー各社、関係者の方々、そして
ファンの皆さまもご招待し、約280名様にご出席を賜り、
受賞者をお祝いするとともに、ご出席者同士での交流を
深められておりました。

〈受賞者一覧〉
■アスリート・オブ・ザ・イヤー
・鈴木　雄介（富士通）
　�ドーハ2019世界陸上競技選手権大会
　男子50km競歩　金メダル
■優秀選手賞
・男子4×100mリレー日本代表
　�多田修平（住友電工）／白石黄良々（セレスポ）／�
桐生祥秀（日本生命）
　�サニブラウン�アブデルハキーム（フロリダ大学）／
小池祐貴（住友電工）
　�ドーハ2019世界陸上競技選手権大会�アジア記録樹立�
日本記録樹立　37秒43　銅メダル

・戸邉　直人（JAL）
　�2019IAAFワールドインドアツアー日本人初優勝
　日本記録樹立　2m35　
・山西　利和（愛知製鋼）
　�ドーハ2019世界陸上競技選手権大会
　男子20km競歩　金メダル

「アスレティックス・アワード2019」各受賞者コメント、動画、ファン投票TOP10などは
日本陸連公式WEBサイトをご覧ください！

http://www.jaaf.or.jp/ 又は、　アスレティックス・アワード2019　検索

「JAAF アスレティックス・アワード 2019 報告」
事 務 局

高山選手 北口選手

写真提供：フォート・キシモト

写真提供：フォート・キシモト
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施設用器具委員会報告（2019-2）
施設用器 具 委 員 会

◆2019年度に公認した競技場及び長距離競走路
	 	 （2019.8.1〜2019.12.4）

9703	 ランニング桜島（ハ）

	 鹿児島市桜島横山町〜桜島横山町多目的広場

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復（一部循環）　継続

	 2019.03.01〜2024.02.28

9704	 酒田シティ（ハ）	 酒田市光ヶ丘（陸）

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復　継続

	 2019.08.24〜2024.08.23

9705	 新潟ビックスワン（ハ）	 新潟スポーツ公園〜ビッグスワンスタジアム

	 ◆21km0975　自転車計測　循環　継続	 2019.03.11〜2024.03.10

9706	 亀岡（運）（競）付設（ハ）	 亀岡（運）（競）

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復　継続

	 2019.10.01〜2024.08.11

9707	 船岡（ハ）	 船岡中学校校庭

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復　継続

	 2019.09.20〜2024.08.19

9708	 小樽手宮公園（競）	 小樽市手宮2の5の1

	 第3種（条件付）　400m　全天候　継続	 2019.09.18〜2024.09.17

9709	 フードバレーとかち（ハ）	 藤丸百貨店付近〜中央公園付近

	 コード番号（017540）　▽21km0975　自転車計測　周回　新設

	 2019.09.01〜2024.08.31

9710	 足立フレンドリー（ハ）	 千住新橋左岸「高砂野球場前」

	 ▽21km0975・10㎞・5km　自転車計測　往復　継続

	 2019.10.01〜2024.09.30

9711	 栗東市野洲（運）（陸）	 栗東市出庭地先　野洲川河川敷

	 第4種　400m　全天候　継続	 2018.09.01〜2023.08.31

9712	 美幌町柏ヶ丘（運）	 網走郡美幌町字西2条南5丁目

	 第4種（条件付）　400m　一部全天候　継続

	 2019.09.15〜2024.09.14

9713	 高根沢町元気アップ（ハ）	 高根沢町町民広場（陸）

	 ▽21km0975　自転車計測　循環　継続	 2019.11.01〜2024.10.31

9714	 鎌ヶ谷市市営（陸）	 鎌ヶ谷市初富924の283

	 コード番号（124130）　第4種　400m　全天候　新設

	 2019.06.25〜2024.06.24

9715	 県都一周（長）	 八橋（運）（陸）

	 ▽42km195・21㎞0975　ワイヤー計測　周回　継続

	 2019.10.10〜2024.10.09

9716	 新宿シティ（ハ）	 明治神宮外苑内周回路〜明治神宮野球場内

	 コード番号（137600）　▽21km0975・10㎞　自転車計測　周回

	 新設	 2019.10.01〜2024.09.30

9717	 胎内市総合（グ）	 胎内市西条666

	 第3種（条件付）　400m　全天候　継続	 2019.09.20〜2024.09.19

9718	 篠山城跡（長）	 篠山市役所東側〜篠山城跡三の丸広場

	 ▽42km195　自転車計測　往復（一部循環）　継続

	 2019.11.28〜2024.11.27

9719	 新居浜市東雲（陸）	 新居浜市東雲町三丁目地先（陸）

	 第4種（条件付）　300m　全天候　継続	 2019.09.23〜2024.09.22

9720	 福知山市立桃映中学校運動場	 福知山市字堀1691

	 第4種（条件付）　300m　一部全天候　継続

	 2019.07.26〜2024.07.25

9721	 光洋精機アスリートフィールド長井付設　ナガイ黒獅子（ハ）

	 光洋精機アスリートフィールド長井

	 ▽21km0975　自転車計測　循環　継続	 2019.10.06〜2024.10.05

9722	 江東区夢の島（競）	 江東区夢の島の1の2

	 第2種　400m　全天候　継続	 2019.10.10〜2024.10.09

9723	 新発田市五十公野公園（陸）付属（長）

	 新発田市五十公野公園（陸）付属（長）

	 ▽42km195（条件付）　自転車計測　往復　継続

	 2019.10.09〜2024.10.08

9724	 飯田市（総）	 飯田市松尾明7445

	 第2種　400m　全天候　継続	 2019.10.10〜2024.10.09

9725	 広島経済大学（陸）	 広島市阿佐南区祇園5の37の1

	 第4種　400m（人工芝）　全天候　継続	 2019.10.18〜2024.10.17

9726	 鳥栖	 鳥栖スタジアム南ゲート

	 10km　自転車計測　循環　継続	 2019.11.01〜2024.10.31

9727	 日置市伊集院総合（運）（陸）	 日置市伊集院町野田1792

	 第3種　400m　全天候　継続	 2019.10.01〜2024.09.30

9728	 江東シーサイド（ハ）	 江東区夢の島競技場

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　循環　継続

	 2019.10.10〜2024.10.09

2929	 弥彦	 弥彦村麓

	 10km　ワイヤー計測　往復　継続	 2019.05.12〜2024.05.11

9730	 千歳市青葉（陸）	 千歳市真町176の1

	 第3種　400m　全天候　継続	 2019.11.30〜2024.11.29

9731	 日本大学（陸）	 世田谷区桜上水3の24の22

	 第4種　400m　全天候　継続	 2019.03.01〜2024.02.28

9732	 岐阜協立大学（陸）	 安八群神戸町柳瀬字西河原2117

	 第4種　400m　全天候　継続	 2019.11.25〜2024.11.24

9733	 南紀田辺スポーツセンター	 田辺市上の山1の23の1

	 第4種　400m　投擲　人工芝　全天候　継続

	 2019.11.01〜2024.10.31

9734	 宮崎県西都公認（長）	 西都市聖陵町

	 ▽42km195　ワイヤー　往復　継続	 2019.10.20〜2024.10.19

9735	 国際武道大学（陸）	 勝浦市新宮字物見塚841

	 第3種　400m　全天候　継続	 2019.09.30〜2024.09.29

9736	 国立（競）	 東京都新宿区霞ヶ丘町10-1

	 コード番号（131040）　第1種　400m　全天候　新設

	 2019.11.04〜2024.11.03

9737	 オリンピックスタジアムウオームアップトラック	 東京都新宿区霞ヶ丘町2

	 コード番号（133260）　第3種　400m　全天候　新設

	 2019.11.04〜2024.11.03

9738	 “日本のへそ”西脇子午線（ハ）	緯度橋上〜日本のへそ公園駐車場

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復（一部循環）　継続

	 2019.11.01〜2024.10.31

9739	 小野希望の丘（陸）	 兵庫県小野市浄谷町2233の1

	 コード番号（284200）　第4種（条件付）　400m　人工芝　全天候

	 新設	 2019.12.01〜2024.11.30
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9740	 奥球磨（ハ）	 水上中学校前〜水上村役場前

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復　継続

	 2019.11.15〜2024.11.14

9741	 白老桜ヶ丘公園（陸）	 白老郡白老町緑丘4の636

	 第4種　400m（条件付）　土質　継続	 2019.06.01〜2024.05.31

9742	 八戸うみねこ（ハ）	 八戸市新湊三丁目

	 ▽21km0975・10㎞　自転車計測　往復　継続

	 2019.12.01〜2024.11.30

9743	 早稲田大学織田幹雄記念（陸）	 埼玉県所沢市三ヶ島2の579の15

	 第4種　400m　全天候　継続	 2019.11.11〜2024.11.10

9744	 久留米（10km）	 久留米補助競技場〜久留米百年公園

	 ▽10km　自転車計測　片道（一部変）　継続

	 2020.01.20〜2025.01.19

9745	 秋田県営（陸）	 秋田市雄和椿川字駒坂台4の1

	 第1種　400m切捨　全天候　継続	 2019.12.01〜2024.11.30

9746	 秋田県営補助（陸）	 秋田市雄和椿川字駒坂台4の1

	 第3種　400m切捨　全天候　継続	 2019.12.01〜2024.11.30

9747	 魚津市しんきろう（ハ）	 魚津テクノスポーツドーム

	 10km　ワイヤー　往復　継続	 2019.12.01〜2024.11.30

9748	 おかやま（長）	 岡山総合（グ）体育館前〜岡山県（陸）

	 ▽42km195　自転車計測切捨　循環　継続

	 2019.12.01〜2024.11.30

9749	 札幌市厚別公園補助（競）	 札幌市厚別区上野幌3条1の2の1

	 第3種　400m　全天候　継続	 2019.11.25〜2024.11.24

9750	 能美市営	 能美市根上総合文化会館前

	 コード番号（197280）　◆20km・10km・5km　（歩）　

	 自転車計測　周回　（1㎞）　新設	 2020.01.01〜2024.12.31

9751	 物産フードサイエンス1969知多スタジアム（20km歩）

	 知多（運）（陸）正面駐車場

	 コード番号（227140）　▽20・10・5Km　（歩）　自転車計測

	 周回　（1㎞）　新設	 2020.01.01〜2024.12.31

◆検定延期が承認されている競技場及び長距離競走路
	 	 （2019.12.4現在）

［北海道］8918　北見（ハ）　21km0975	 2019.10.05〜2020.10.04

［北海道］8962　札幌市厚別公園（競）　第1種400m・クラスⅡ

	 2019.11.25〜2020.07.31

［青森］8950　中泊町（運）（陸）　第4種400m	 2019.11.17〜2020.11.16

［山形］8958　光洋精機アスリートフィールド長井　第3種400m

	 2019.11.30〜2020.05.31

［栃木］8825　足利市総合（運）	（陸）　第4種400m

	 2019.04.01〜2020.03.31

［埼玉］8902　セントポールズ・フィールド　第4種400m

	 2019.07.22〜2020.07.22

［千葉］8928　松戸（運）	（陸）　第3種400m	 2019.10.01〜2020.09.30

［石川］8915　金沢　（長）　42km195	 2019.11.19〜2020.05.30

［兵庫］8888　神戸総合（運）補助（陸）　第4種400m

	 2019.06.15〜2020.06.13

［岡山］8970　岡山県笠岡（陸）　第2種400m	 2019.12.31〜2020.03.07

［広島］8881　広島県総合（グ）補助（競）　第4種300m

	 2019.04.29〜2020.04.28

［徳島］8872　とくしま（長）　42km195	 2019.06.01〜2020.02.28

［愛媛］9020　愛媛県総合（運）補助（陸）　第3種400m

	 2019.10.01〜2020.03.31

［沖縄］8923　沖縄県総合（運）補助（陸）　第3種400m

	 2019.09.30〜2020.05.31

◆公認が廃止となった競技場及び長距離走路
	 	 （2019.08.01 〜 2019.12.04）

［北海道］8911　紋別市（運）　（陸）	 2019.08.13

［北海道］8892　滝川市　（陸）	 2019.06.29

［秋田］8912　男鹿なまはげ　（ハ）	 2019.08.31

［栃木］8927　はが路ふれあい　（長）	 2019.10.01

［千葉］室内76　印西市松山下公園総合体育館　室内棒高跳場	 2019.08.31

［東京］8895　小平市立中央公園　（競）	 2019.07.19

［東京］8968　国立市　20km	 2019.11.05

［神奈川］8938　三浦国際市民　（ハ）10km	 2019.09.30

［福井］8884　美浜（20km)	 2019.05.30

［福井］8969　中日福井　（ハ）	 2019.07.30

［静岡］8896　しまだ大井川マラソンinリバティ　（長）	 2019.07.31

［愛知］8967　パロマ瑞穂スタジアム付設（20km）（歩）	 2019.11.30

［大阪］8857　関西大学千里山中央　（グ）	 2019.04.30

［大阪］8932　河内長野市　（ハ）	 2019.09.30

［兵庫］9016　甲南大学六甲アイランド総合体育施設　（陸）	 2020.03.30

［島根］8948　吉賀町立蔵木中学校グランド	 2019.10.31

［岡山］8921　井原（運）　（陸）	 2019.09.30

［山口］8949　萩ウェルネスパーク多目的広場	 2019.11.14

［鹿児島］9001　中種子町　（陸）	 2019.10.05

［沖縄］8910　東京オリンピック聖火宿泊記念久志（20km・10km）

	 2019.09.07

◆名称変更のあった競技場及び長距離競走路
	 	 （2019.08.01 〜 2019.12.04）

［千葉］9460　岩名（運）（陸）　⇒　岩名（運）小出義雄記念（陸）
［愛知県］9334　知多（運）（陸）　⇒　
	 物産フードサイエンス1969知多スタジアム

◆新設の競技場及び長距離競走路
	 	 （2019.08.01 〜 2019.12.04）

［北海道］9709　フードバレーとかち（ハ）
	 ▽	21km0975	 2019.09.01
［千葉］9714　鎌ヶ谷市市営（運）	 ◎第4種400m	 2019.06.25
［東京］9716　新宿シティ（ハ）	 ▽	21km0975	 2019.10.01
［東京］9736　国立（競）	 ◎第1種400m	 2019.11.04
［東京］9737　オリンピックスタジアムウオームアップトラック
	 ◎第3種400m	 2019.11.04
［石川］9750　能美市営	 ◆	20km（歩）	 2020.01.01
［愛知］9751　物産フードサイエンス1969知多スタジアム　付設
	 ▽	21km（歩）	 2020.01.01
［兵庫］9739　小野希望の丘（陸）	 ◎第4種400m	 2019.12.01
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▼日時：2020年1月26日（日）12時10分スタート
▼会場（スタート・フィニッシュ）：
　大阪・ヤンマースタジアム長居
　大阪市東住吉区長居公園1-1　TEL：06-6691-2500
▼�コース：ヤンマースタジアム長居～昭和町～今川２～大池橋～勝

山４～森ノ宮～ OBP ～北浜～大阪市役所～御堂筋・道頓堀橋南
詰折り返し～淀屋橋～片町～大阪城公園～森ノ宮～勝山４～大池
橋～今川２～昭和町～ヤンマースタジアム長居（42.195㎞）

▼アクセス：ヤンマースタジアム長居
　市営地下鉄御堂筋線「長居」駅、
　JR阪和線「長居」駅または「鶴ヶ丘」駅下車
▼テレビ放送予定：関西テレビ系（全国ネット）
　1月26日（日）12時00分～ 14時55分
▼問合せ先：大阪国際女子マラソン大会事務局
　TEL：06-6633-9632
▼大会公式サイト：https://www.osaka-marathon.jp/

▼期日：2020年2月1日（土）9時30分競技開始
　2月2日（日）9時30分競技開始
▼会場：大阪・大阪城ホール
　大阪市中央区大阪城3-1　TEL：06-6941-0345
▼アクセス：JR大阪環状線大阪城公園駅下車徒歩5分
▼競技種目：
【2月1日（土）】
シニアの部
　男子　60mH（1067mm）
　女子　60m、60mH（838mm・8.5m）、棒高跳、三段跳
Ｕ20の部
　男子　60mJH（991mm）
　女子　60mH（838mm・8.5m）、棒高跳、三段跳
U18の部
　男子　60m、60mH（991mm）、棒高跳、走幅跳
　女子　60m、60mH（762mm・8.5m）、走幅跳
U16の部
　男子　60m、60mH（914mm）、 走幅跳
　女子　60m、60mH（762mm・8.0m）、走幅跳

【2月2日（日）】
シニアの部
　男子　60m、走高跳、棒高跳、走高跳、三段跳
　女子　走高跳、走幅跳
Ｕ20の部
　男子　60m、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳
　女子　60m、走高跳、走幅跳
小学生の部
　男子　60m（オープン競技　5・6年生共通）
　女子　60m（オープン競技　5・6年生共通）
※参加申込み人数によっては、競技種目の実施日を変更する場合があります。
▼問合せ先：公益財団法人日本陸上競技連盟 事務局 
　室内陸上担当　TEL：050-1746-8410
　 小学生の部については大阪陸上競技協会（TEL：06-6697-8899）

へ連絡のこと。
▼日本陸連WEB内大会ページ：
　https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1383/

　神戸市の六甲アイランド甲南大学西側20㎞コース（新コース）で
行われる男女の20km競歩の日本選手権大会です。今回は東京 2020 
オリンピックの日本代表選手選考競技会を兼ねています。
▼日時：2020年2月16日（日）
▼コース：兵庫・六甲アイランド甲南大学周辺コース
▼種目・スタート時刻
　男子20km競歩（日本選手権） 8時50分
　女子20km競歩（日本選手権） 10時35分
　Ｕ20男子10km競歩 12時35分
　Ｕ20女子5km競歩 13時35分
▼問合せ先：一般財団法人兵庫陸上競技協会　TEL　078-231-1771
▼日本陸連WEB内大会ページ
　https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1385/

大会観戦ガイド
第39回大阪国際女子マラソン大会
兼　マラソングランドチャンピオンシップ
ファイナルチャレンジ
～東京2020オリンピック日本代表選手選考競技会～

第103回日本陸上競技選手権大会・室内競技
2020 日本室内陸上競技大阪大会

第103回日本陸上競技選手権大会 男子・女子20km競歩
兼 東京2020オリンピック日本代表選手選考競技会
第31回U20選抜競歩大会

昨年度の大会より

昨年度の大会より

昨年度の大会より
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第５回さいたま国際マラソン（日本陸連主催）が、12月８日さいた
まスーパーアリーナ発着で、来年の東京オリンピック選考レースの一
つとして開催された。当日は、スタート時の気温７度、フィニッシュ時
の気温13度、無風でまずまずのコンディションのなか行われた。代表
チャレンジャーの部に185名の女性ランナー、またフルマラソンの部に
男子13,867名、女子2,255名、合計16,307名の参加でスタートした。

結果は、ペレス・ジェプチルチル（ケニア）が２時間23時間50秒
で初優勝し、日本勢トップは、吉田香織（TEAM R×L・川越女子高
校出身）が２時間35分15秒で６位に入賞した。また、代表チャレンジャー
の部に出場した弓削田眞理子（61歳、埼玉おごせ石川眼科・埼玉大
学出身）が全体18位の２時間56分54秒をマーク。女子60代マスター
ズ世界記録を樹立した。

前回大会から、選手が走りやすく、記録の出るコースに一部変更し
たが、まだまだ改善の余地があるとのではかいかと思われる。来年に
向けて日本陸連等と協議し、素晴らしい大会になるよう、埼玉陸協一
丸となり努力していきたい。

本県出身者の活躍として、９月27日～10月６日にカタールの首都ドー
ハで開催された第17回世界陸上競技選手権大会に於いて、女子
20kmWで岡田久美子（ビックカメラ・熊谷女子高校出身）が日本人
最高の６位に入賞した。陸上競技最初の東京オリンピック代表選考会
となる２月の日本選手権での活躍、代表内定が待たれる。

 （文責：埼玉陸協　総務委員会　木村一也）

〒362-0034　上尾市愛宕3-28-30　上尾運動公園陸上競技場内
TEL.048-771-4248　FAX.048-772-4566
http://sairiku.net/

一般財団法人埼玉陸上競技協会一般財団法人栃木陸上競技協会

本協会は今年度、新布
陣でスタート、それ故、
他種・多岐に亘る膨大な
業務運営に戸惑う場面も
あったが、多くの関係者
の支えもあってほぼ一年
を乗り切った。今となっ
ては２年半後に迫った本
県開催国体・全国身スポ
大会に向けての諸事業、
新スタジアム建設関連事
業、ハンガリー選手団の東京オリンピック直前合宿等々、絶え間なく
業務が押し寄せるが、強い気持ちと覚悟を持って、焦らず一歩ずつ前
に進めたらと思っている。

本県開催国体に向けては、選手雇用企業の発掘や高い実績あるス
ポーツ専門員の採用等を視野に、着々と足固めをしている所であるが、
全中優勝者［福田蒼衣（矢板中：走り幅飛）中里百葉（田沼東中：
100mH）］を二人抱える他、有望選手が目白押しの上、全国小学生ク
ロスカントリーリレー研修大会と全国中学生男子駅伝大会で共に本県
チームが優勝するなど、このジュニア層の勢いを、本県全体の競技力
の底上げと国体成績にうまく繋がるよう願って止まない。

 （文責：理事長　渡邊方夫）

〒321-0151　宇都宮市西川田6-4-37 株式会社 鈴和 三階
TEL.028-612-8594　FAX.028-612-8549
http://www.jaaftochigi.jp/

東日本から京都へ、優勝目指し！
第35回東日本女子駅伝競走大会が11月10日（日）に福島県で行わ

れました。大会に向け千葉県チームは、昨年９月の台風により被災さ
れた県民の皆様に少しでも元気をお届けできるよう、チーム一丸となっ
てレースに臨みました。今回のチームは、中学生・高校生・大学生・
社会人と実績のあるバランスのとれた選手で構成され、各選手が十分
に力を発揮することができました。東京チームの後半の強力な追い上
げが予想されましたが、第６区、第７区、第８区で区間賞を獲得する
など理想的なレースを展開でき、10回目の優勝を飾ることができました。
この勢いのまま、皇后杯第35回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会
でも都大路に千葉旋風を巻き起こし、「令和での優勝」を目指したいと
思います。 （文責：駅伝部長　滝田輝行）

〒263-0011　千葉市稲毛区天台町323　
千葉県総合スポーツセンター
TEL.043-252-7311　FAX.043-252-7314
http://www.jaaf-chiba.jp/

一般財団法人千葉陸上競技協会

今年、９月13日（金）～ 16日（月）の４日間にわたり、第40回記
念国際・全日本マスターズ陸上競技選手権大会が正田醤油スタジアム
群馬で開催されました。2231人の選手が出場し、年代別に日本一を競
い合いました。競技運営面で競技順序に重ねて変更が生じ、参加され
た選手の皆様に多大なご迷惑をおかけしたことについて、紙面を借り
て深くお詫び申し上げます。今大会の反省を踏まえながら、今後の大会・
競技運営を改善し、選手ファーストで円滑な競技会となるよう努めて
参りたいと思います。

秋シーズンの結果では、国体茨城大会で少年Ａ男子棒高跳：古澤一
生選手（前橋育英高）１位。少年Ｂ男子走幅跳：栁田大輝選手（東京
農大二高）１位。少年Ｂ女子100mH：恩田未來選手（館林第四中）１
位、恩田選手の記録13"58（+1.6）は、日本中学校最高記録でした。
U18日本陸上競技選手権大会男子棒高跳で古澤一生選手（前橋育英高）
１位。ジュニアオリンピック陸上競技大会でＡクラス女子100mYHで
恩田未來選手（館林第四中）１位。８月に本県で開催された関東陸上
競技選手権大会でも、男子10000m：阿久津圭司選手（SUBARU）・
男子走幅跳：津藤広夢選手（順天堂大）・男子円盤投：堤雄司選手（群
馬綜合ガード）・女子200m：奥村ユリ選手（青学大）・女子1500m：
樺沢和佳奈選手（慶応大）・女子円盤投：半田水晶選手（筑波大）が
１位となりました。今後も本県関係選手の活躍を期待したいと思います。

 （文責：副理事長・総務委員長　永井正樹）

〒370-0871　高崎市上豊岡町145-5　今井酒店　気付
TEL.027-345-7790　FAX.027-345-7791
http://gold.jaic.org/gunma/index.html

一般財団法人群馬陸上競技協会

まもなく完成の新スタジアムの荘厳な外観
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山梨陸上競技協会は、山梨県における陸上競技界を総括し代表する
団体として、昭和４年１月29日創立され、陸上競技の普及と振興、並
びに競技力向上を図り、積極的に諸施策に取り組み、成果を挙げてき
ました。平成25年４月１日に山梨県における競技団体初の一般財団法
人となり、県民に信頼される団体として、今年度で創立90周年を迎え
たところであります。前保坂一仁専務が平成21年度～平成30年度の10
年間築いた、「山梨はひとつ」のあいことばと、三つの柱（組織基盤の
確立、競技力向上、財政基盤の確立）を引き継ぎ、令和元年にふさわ
しい新体制となりました。

さて、富士北麓ワールドトライアルでは、本県陸上界のさらなる振興
及び選手強化を目指す絶好の機会となりました。特に世界陸上競技連
盟（IAAF）が定める競技会ランキング（選手権大会を除く）において
世界で69位となり国内ではセイコーゴールデングランプリに次ぐ２番目
のポイントを上げるとともに日本記録１名・世界陸上参加標準記録を３
名が突破し成果を収めた所であります。

茨城国体では、少年Ｂ男子砲丸投で小森直史選手が優勝、男子走幅
跳では深沢瑞樹選手が６位（中学生では１位）を挙げ、少年Ｂ男子が
飛躍的に向上し劇場型の演出でスタンドの観客を魅了してくれました。
強化委員会と中体連陸上専門部、高体連陸上専門部の努力により選手
強化が成功したものであると確信しております。

 （文責：専務理事　半田昌一）

〒400-0024　甲府市北口2-14-14　山梨文化会館東館内
TEL.055-251-4581　FAX.055-251-4581
http://yamanashitf.web.fc2.com/

一般財団法人山梨陸上競技協会

総務委員会女性部報告：総務委員会の女性部では、毎年一回の研修
会を開催し、女性指導者、女性審判員の資質の向上を目指しています。
この研修会は今年で19回目を迎えます。今年度は「ジュニア期の混成
競技の指導法について」というテーマで、県高体連強化部長の樋口利
夫氏と岡山インターハイの八種競技で１位、２位の選手を輩出した武相
高校の田中徳孝氏をお招きし、混成競技の技術ポイントと体力の高め
方や練習の組み立て方などを講習していただきました。最近の５年間で
は平成27年度「女性審判員の役割の重要性」鈴木一弘氏（日本陸連競
技運営委員会委員長）「オリンピックの原点から見たスポーツの未来」（田
原淳子氏　国士館大学）平成28年度「東京女子陸上競技大会視察」（山
崎寿美子氏　東京陸協）平成29年度「2020年東京オリンピック・パラ
リンピックに向けて～スポーツを支える視点から～」（森泰夫氏　東京
オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会）平成30年度「最
新のスポーツ障害の現状と予防について」（朝日山一男氏　朝日山治療
室）と、審判向け、指導者向け、以前には生徒を400名以上集めての練
習会など、工夫を凝らし開催してきました。20年前は、本当に少数だっ
た女性の審判員や指導者も、増えてきています。総務委員会（女性部）
として、女性、男性にかかわらず、選手も審判も観客も参加しやすい、
すべての人が楽しめる陸上競技の場を提供していく手助けができればと
考えています。他県の情報なども仕入れながらさらに工夫を凝らしてい
きたいと思います。

 （文責：総務委員会　原悦子）

〒231-0012　横浜市中区相生町1-18　光南ビル５F-B
TEL.045-210-9660　FAX.045-210-9667
http://www.kanagawariku.org/

一般財団法人神奈川陸上競技協会

2019年度より日本グランプリシリーズ新潟大会「Denka Athletics 
Challenge Cup 2019（デンカチャレンジ）」が始まりました。「アジア陸
連パーミット大会」の認証を受け、Cカテゴリーとして大会を執り行う
ことができたことは大変光栄であると同時に、東京オリンピックに向け
ての重要大会として身の引き締まる思いです。

今大会にはドーハ世界陸上女子800m金メダリストのハリマ―・ナカ
イ選手（ウガンダ）、同男子４×100mR銅メダリストの多田 修平選手 

（住友電工）をはじめ多くの有力選手にご参加いただきました。また、
日本選抜チームを編成して実施した４×800mRでは男女ともに日本新
記録を樹立し、会場が一体となった盛り上がりを見せました。

グランプリ開始セレモニーには、東京オリンピック男子マラソン日本
代表の服部 勇馬選手（トヨタ自動車・新潟県十日町市出身）、日本陸連
会長・横川 浩様、新潟県知事・花角 英世様、デンカ株式会社代表取
締役社長・山本 学様にご参列いただき、初開催に華を添えていただき
ました。また、大会当日は生憎の雨模様にもかかわらず、県内外より9,135
名の陸上ファンの皆様にご来場いただけたことは大変有難い限りです。

2020年度のデンカチャレンジは昨年度から時期を移し、東京オリン
ピック前の６月５日（金）と６日（土）の２日間開催となり、昨年以上
に重要度の高い大会となります。1人でも多くのアスリートが東京オリ
ンピックの舞台に立てるよう最大限の後押しをする所存です。初夏の
新潟にて多くのアスリートの参加ならびに多くの陸上ファンのご来場を
お待ちしております。 （文責：嶋津航）

〒950-0933　新潟市中央区清五郎67-12　
デンカビッグスワンスタジアム内
TEL.025-257-7636　FAX.025-257-7691
http://www.nrkk.net/

一般財団法人新潟陸上競技協会

今年度、当協会は理事改選がありましたので、ここにご報告いたしま
す。

・理 事 長（代表理事）平塚和則
・副理事長（代表理事）　坪内雅男
・常務理事　 矢作和昭（総務担当） 

久保岡佳正（財務担当） 
山口賢司（競技運営担当） 
大村邦英（強化普及担当）

公益財団法人東京陸上競技協会としては、今期3つの重点項目を設
定して活動していきます。一つ目は魅力ある大会の開催です。公正で規
則にのっとった大会運営を目指すあまり、審判のやりやすい大会運営が
主眼になり、どの大会も同じようなものになってしまいました。1つ1つ
の大会には特色があり、特徴があるのですから、それらをもっと前面に
出し、大会の魅力を作ります。

二つ目は、強い東京の創生です。国体、男女の都道県駅伝、全国高
校総体、全国中学校陸上等全国規模の大会での東京選手の活躍をバッ
クアップしていきます。そのためにも底辺を支えるジュニア選手の活躍の
場を広げ、その中から有望選手の発掘と育成を組織的に行っていきます。

三つ目には財政の多角化を図っていきます。地域、企業のニーズをく
み取った企画を、多様なイベントの形で提供して陸上競技に今まで無
縁であった方々に陸上競技の面白さを伝えていく役針を果たしたいと考
えています。今後の東京陸協にご注目ください。

〒160-0021　新宿区歌舞伎町1-28-3　武井ビル5F
TEL.03-3203-6123　FAX.03-5292-0196
http://www.toriku.or.jp/

公益財団法人東京陸上競技協会
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尾縣　　貢（陸連専務理事）
麻場　一徳（陸連強化委員長）
風間　　明（陸連事務局長）
牧野　　豊（陸上競技マガジン編集長）

◇時報編集室責任者
　大嶋　康弘
◇時報編集担当
　繁田　　進
　石塚　　浩
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〒160-0013
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JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 9階
日本陸上競技連盟内
TEL：050-1746-8410
FAX：050-3588-1869

陸連時報編集委員

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

2 4 62 4 6

◇◆日本陸連ファン投票、「Olympic Hopeful Athlete 2019」結果発表！◆◇
　2015 年より実施しております日本陸連ファン投票。
　本年は「あなたがもっともオリンピックに期待する選手は誰です
か !?」というテーマにてインターネットでの投票をファンの皆さま
から受付し、7,773 票のご応募をいただきました。
　2019 年 12 月 16 日（月）に開催しました「アスレティックス・
アワード 2019」にて表彰しました。

1 位：多田 修平（住友電工）
2 位：橋岡 優輝（日本大学）★ダイヤモンドアスリート修了生
3 位：山縣 亮太（セイコー）

【受賞者コメント】
～多田選手～

「（投票した人達のコメントを読み上げられ）恥ずかしいですね。でも、
まさか自分が選ばれるとは思っていなかったので、非常に嬉しいで
す。

（高平の「人間性は優しくてそれが素ですよね？」という問いに）…
そうですね笑。
スタートダッシュは、まだまだ自分にとっては遅いスタートです。
リレーとか 100m で他の選手をつき離したいなと思います。」
～橋岡選手～

「たくさんのコメントをいただき、凄いありがたいことだなと実感し
ています。

（高平の「自分でも甘いマスクという自覚はありますか？」という問
いに）その質問には答えづらいですね…思ってはないです！
僕なんかに投票していただいて本当にありがたいです。投票してく
ださった皆様の期待に応えられるように、オリンピックでは結果を残したいと思っています。」 

写真提供：フォート・キシモト

※ 山縣選手は欠席のためコメント無し。

◇◆メールマガジン配信中！◆◇
　日本陸連公式メールマガジンを好評配信中です。
　登録は https://www.jaaf.or.jp/mailmagazine/ か、右の QR コードから！
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